
摩耶小学校 からくり時計の歴史 

 

平成３年１２月 今の校舎が完成 

平成４年 １月 新校舎(今の校舎)での授業開 

７月 「摩耶小学校全面改築竣工記念事業」とし、立ち上げられた実行委員会が 

寄付をつのる 

※「摩耶小学校全面改築竣工記念事業」とし、立ち上げられた実行委員会が卒業生、保護者、地域に

寄付をつのった。金額は 300万円。それまでの卒業生には郵送で振替用紙を同封して呼びかけた。 

 

 

 

 

 

 

平成 4年 8月 運動場の改修工事終了 

平成 4年 11月  摩耶小学校全面改築竣工記念式典で寄贈 

数年前～    故障して止まる 

修理を試みるが、修理できる業者はなく、 

そのままになっていた 

令和５年 ４月 テレビ番組をきっかけに、「はまなす団」という、 

からくり時計を愛する方・修理業者とつながる 

令和 5年 7月 修理完了 1学期の終業式で全校生に玄関ホールから中継でお披露目 

9月 6年生の歌う校歌、5年生の歌う「わたしのふるさと～摩耶小学校」で、再始動 

 

 

 

令和 6年 1月 臨時学校運営協議会 からくり時計の修理                 ・ 

リニューアル資金をどうしていくかの話合い        

同窓会が窓口となり、寄付を呼びかけること 

に決定 

2月 からくり時計 寄付受付開始 

 

                     

3月 卒業式に間に合わせ、一次リニューアル完了 

                        卒業生・保護者にお披露目 

 

 

 

       

 

「摩耶小学校全面改築竣工記念事業実行委員会」は、いろいろ相談の上、この慶事に「からくり時計」

を贈って祝意を表したいと願いました。『からくり時計』は、小さな子供や大きな子供多数が出てきて

学び舎へ入っていく。その窓からは先生方が手を上げて出迎えられるといったほのぼのとした場面を

表現するもので、校歌のメロディーが流れ出るものになるでしょう。」 

当時の寄付をよびかける手紙より 

 

しかし、からくり時計の人形は壊れたものもあり、内部の回転レールや木材も傷み、照明も白熱灯で

した。新たに修理・リニューアルを行う必要が出てきました。 

 

竣工記念時に配付されたテレホンカード 

以前のからくり時計 

現在のからくり時計 



4月 二次リニューアル完了（くすのき・LED照明・ステンドグラス等、再調整） 

      ５月 新５年・６年の歌に入れ替え 

      ６月 地域の方へのお披露目会 

 

 からくり時計がある小学校は、全国的にもめずらしいそうです。今から 30年以上も前に、「摩耶小

学校全面改築竣工記念事業実行委員会」の呼びかけでたくさんのお金が集まり、「たのしい学校」と名

付けられたからくり時計が動き始めました。 

 阪神淡路大震災でからくり時計は壊れることもなく、動き続けていましたが、学校が避難所となっ

たため、一時動きを止めました。避難所が解消されてから、再び動き始めましたが、ここ数年の間で

故障して動きを止めました。 

 この度の修理・リニューアルで地域の皆様・保護者の皆様からたくさんの寄付をいただき、からく

り時計は動き始めました。からくり時計は、摩耶小学校を愛する地域の皆様の一つの象徴ではないか

と考えています。多大なご協力をいただき、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

  

  

からくり時計下校時のテーマ 

わたしのふるさと～摩耶小学校 

 

からくり時計が時を知らせて  

さよならする時刻 少しさみしい 

くすのきの木かげで遊んだことも  

けんかをしたことも思い出にして 

 

さようなら また明日 

先生友達よ 楽しかったね 

教室から見える海はかがやき  

ぼくらの大好きな摩耶小学校 

 

ステンドグラスに西日がさして  

さよならする時刻 少しせつない 

総合遊具で風を感じて  

すてきな町なみをながめて見てた 

 

ありがとう 摩耶のみね  

先生友達よ 大事な仲間 

地域の人たちに愛されながら  

わたしの思い出の摩耶小学校 

 

わたしのふるさとは 摩耶小学校 

からくり時計のテーマ作成にあたって 

 からくり時計の音源を考えたとき、学校が始まると

きは６年生の歌う校歌とし、下校時にも子供たちが口

ずさみながら帰れる曲がないかと考えました。そんな

とき、70周年記念式典の資料と祝歌の楽譜が出てきた

のです。祝歌は、当時の子供たちと音楽専科が作成し

ました。そのときの祝歌のように、摩耶小学校のオリ

ジナルソングがあればと考えました。 

 摩耶小学校の特徴的なもの、「からくり時計」「ステ

ンドグラス」「くすのき」「教室から見える海」「摩耶の

みね」を歌詞の中におりこみました。地域に愛された

学校であることも詩に入れたいなと考え、「地域の人た

ちに 愛されながら」という歌詞を作りました。 

自分の学校が大好きで、毎日楽しかったなと帰って

ほしい、先生も友達も「大事な仲間」と思っていてほし

い、そして摩耶小学校を「わたしの思い出」「わたしの

ふるさと」と思ってほしいという願いをこめた曲にし

ました。 

大人になったときにふと思い返して、口ずさんでも

らえるようなら、嬉しいなと思っています。 

登校時     校 歌 

                         

この庭に 仰ぐあしたの 摩耶の峰 

ああ堂塔に ゆかりある ひじりの御山 

希望は高く いざ行かん 摩耶の子われら 

 

この窓に ゆうべ見おろす 茅渟の海 

 ああ萬国の 船通う 扇の港 

 希望は広く いざ行かん 摩耶の子われら 
 

※朝の登校時には、６年生が歌う校歌、下校時には、５年生が歌う「わたしのふるさと～摩耶小学校」のメ

ロディで動くように演出されています。毎年、その年の高学年の歌声に入れ替えていくことで、摩耶小の

伝統として「高学年になったらぼくたちの声が流れる！！」と、子供たちの励みになればと思っています。 


